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鳥海イヌワシみらい館

マスコットキャラクター

「ワッシーくん」

翼～TSUBASA～

突撃！鳥海イヌワシみらい館⑫　やまがたヤマネ研究会代表

イヌワシってこんなワシ⑱

「赤谷プロジェクトのイヌワシが狩りをする環境の創出試験」

蜂蜜の森から⑨「ハチのおうちづくり」ワークショップ

「ミソサザイ」酒田市にて撮影：長船裕紀





 　暖冬だった2019年シーズンは、3月もかなり暖かい日が続きました。飛島にも早めに渡り鳥が入ってきたようです。しかし、4月になると

気温が下がり、かなり寒い4月になりました。センター周辺でもゴールデンウィークにはかなり小さくなるはずの雪山も、今年はかなりの量

が残っています。積雪量が多かったのではなく、気温が低く雪が融けないという状態です。情報や写真の投稿はmoukin@raptor-c.com

まで。

2019/4/6「ルリビタキ」鶴岡市

幸せの青い鳥。側面のオレンジとのコントラ

ストが美しい。オオルリ、コルリ、ルリビタキで

瑠璃色総選挙をやってみたい。

撮影：匹田様

2019/4/20　「クロジョウビタキ」酒田市

ジョウビタキがシルバーグレーの頭を白髪染

めするとこうなります。「若返っただろ？」飛

島でも数回しか確認されていないちょっと珍

しい鳥です。

撮影：石澤様

2019/4/6 「カンムリカイツブリ」酒田市

ルネッサ～ンス！トランプのキングのような立

派なあごヒゲとカンムリは、「どこの貴族です

か！」と思わず突っ込みたくなるほどの迫

力！撮影：たっちん様

2019/3/6　「シノリガモ」遊佐町

濃いグレーの体に白いラインや斑点が特徴

のシノリガモ。「シノリ＝夜明け」という意味

らしいです。

撮影：渡会様

2019/5/6「オジロワシ」　北海道

本州ではもうほとんど見ることはできません

が、北海道に行けば夏でも観察できま

す。大きな体格は広大な大地に映えま

す。撮影：末田様

2019/3/31　「アマツバメ」神奈川県

速そうな飛行形状。水平飛行はハヤブサよ

りも速いんです。実はアマツバメの仲間はツ

バメでなくてハチドリやヨタカに近いんですっ

て！撮影：こまたん様

2019/3/24　「トキ」　鶴岡市

あれ～？トキってこんなに黒かったかな

～？実はこれ婚姻色で灰を被ったように

黒ずみます。灰色の花嫁。

撮影：田澤様

2019/2月　「ハヤブサ」秋田県

脚にはしっかりと獲物が抑えらています。最

強の武器カギ爪をベロ～と殺し屋のように

舐めていますね。

撮影：後藤勇様

2019/3/28「ヤツガシラ」酒田市

珍鳥珍重ともてはやされるヤツガシラ。「毎

年来てるからもう特別扱いはやめて！」と

目が語ってます。今年はちょっと早めにやっ

てきたようです。

撮影：石澤様

全国の動物情報コーナー









○月山ビジターセンター共催「春を感じるさえずり観察会」
　4月20日（土）月山ビジターセンター共催観察会「春を感じる

さえずり観察会」を開催しました。講師はネイチャーカメラマン

の太田威さんです。例年4月の最終週に開催しておりました

が、今年は1週間早めての開催となりました。その影響もあって

かコマドリやサンショウクイなど、昨年見られた鳥は今年は観察

できませんでしたが、コース途中ではカタクリ、ショウジョウバカ

マ、シラネアオイなどの植物の他、昆虫ではテングチョウなども

観察できました。桜の満開時期と重なり、春の雰囲気を全身で

感じられた特別な観察会となりました。講師の太田さん、参加

してくれた皆さん、月山ビジターセンターパークボランティアの

皆さんありがとうございました。

イベント開催報告

　ゴールデンウィークイベント「クラフト体験教室」
　10連休となった今年のゴールデンウィークの後半5月2日～

6日は、恒例のクラフトイベントを開催しました。今年は3種類

のプログラムを同時に開催する初めての試みとなりました。

　新規プログラムとしては「蜜ろうハンドクリーム作り」を開催し

ました。体験者からは「こんなに簡単にできるの？」といった驚

きの感想と、蜜ろうの高い効果、添加したエッセンシャルオイ

ルの香りによる癒し効果についての感想が多く寄せられまし

た。「蜜ろうそく作り」ではキノコ型や魚型など思い思いの形に

ろうそくの形を作っていってくれました。「ドリームキャッチャー

作り」も、難しいクモの巣状のわっかが完成すると、達成感を

感じられたようで「とても楽しい」といった感想をいただきまし

た。10連休ということで、県外から帰省してこられる家族連れ

も多く、一家で楽しい思い出を作っていってくれたのではない

かと思います。参加してくれた皆さんありがとうございました。

○

　出張展示「2019新宿御苑みどりフェスタ」
 　4月29日（月・祝）東京都新宿御苑で開催された「2019新宿

御苑みどりフェスタ」に出展してきました。楽しくイヌワシについ

て学べるよう、体験できる展示物を多く設置して、イヌワシの生

態と保護について体感してもらいました。

　はてなボックスには、中にイヌワシの餌動物の何かを仕込ん

で手触りでそれを当ててもらいました（右写真）。視力体験コー

ナーでは獲物を探すイヌワシの目を疑似体験してもらうことで、

上空から餌を探す猛禽類について体感していただきました。

　ワッシーくんもPRイベントや記念撮影イベントに出演し、多く

の来場者との撮影に応じていました。来場してくれた皆さんあり

がとうございました。

○

この日見られた鳥　シジュウカラ、ヤマガラ、メジロ、コガモ、ダイサギ、アオサギ、ウグイス、キビタキ、

ジョウビタキ、ツバメ、カワウ、ハヤブサ、カイツブリ、カンムリカイツブリ、ミサゴ、ルリビタキ、クロツグミ、

ヨシガモ、カワラヒワ、ハクセキレイ、ハシボソガラス、トビ、カワセミ、コゲラ、ヒヨドリ、シロハラ、オオバン、

ムクドリ、イワツバメ、ヤブサメ、オオジュリン、キジバト、カルガモ　計33種



編集後記＆施設情報

http://www.raptor-c.com/

6月25日（火）館内メンテナンスのため休館休館日

猛禽類保護センター
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5月～6月の開館情報
鳥たちの繁殖シーズンで

すが、ヒナを見つけてもそ

のままにしてあげてくださ

い。親鳥もきっとみていま

すから！（本）

今年度のイベントはお天

気にも恵まれ好調な滑り

出しです。新企画のイベ

ントにもご注目ください！

（村）

蜂蜜の森から

希少種保護増殖等専門員
秋田県内で地元有志と

イヌワシ調査の体制構築

を進めており、月1回フ

ィールドワークショップを

実施しています。（長）

　山形県朝日町で蜜ろうそくの制作を通して、自然のすばらしさを伝えている安藤竜二さんによるコラムのコー

ナー第9回目です。蜂蜜の森を通して私たちが暮らす環境を見つめなおしてみませんか？

第9回

「ハチのおうちづくり」ワークショップHO
NE
Y

　やってみたいワークショップがありました。それは触

らなければ刺さないハチたちの産卵場所を作る工作

です。それを叶えてくださったのは、いろんな体験を

英語で進める英語塾の”でこぼこ英語”さん（山形

市）です。

　まず、板を速乾木工用ボンドで張り合わせ、かわい

い家形の箱を組み立てました。英語でBee Houseと

書いた看板も貼り付けました。小さな子供たちなの

に、みんな上手に作ってくれました。

　箱が硬化する時間を使って、ハチは人にとって益

虫なこと、ハチを怖がらなくてよくなる話を、写真や実

際の巣を見せて話しました。

　後半では、いよいよ産卵場所になるパイプを箱に

詰め込みました。パイプはヨシ、イタドリ、笹竹、ストロ

ーや透明ホースも使いました。透明なら、産卵後に

そっと引き出してみるとどんな風に卵を産んでいるの

かを観察できるかもしれません。また、様々な穴の大

きさのパイプを入れることで、季節ごとに様々なハチ

たちも来るようになります。

　きっとヨシには花粉交配をしてくれるマメコバチ、大

https://www.facebook.com/Raptoreagleraptor

翼のしくみが分かる展

示を新たに設置しまし

た。本展を通じて翼の

しくみを学んでくださ

い。（澤）

きな穴のイタドリにはオオハキリバチ、小さな穴の

笹竹には、アブラムシを捕るチビアナバチ、そして

看板の奥の屋根裏部屋にはクモを捕るルリジガバ

チなどが来るかもしれません。とても楽しみです。

　触らなければ刺しませんが、ベランダに置いてお

けば、ガラス越しに安心して餌を運ぶ様子を観察

できます。

離れてしまった人とハチとの距離、そして自然との

距離を、このワークショップを通して縮められたらと

願っています。

（5月10日現在、マメコバチが産卵に通い始めました。）

安藤竜二（あんどう りゅうじ）

1964年生まれ。養蜂を学んだ後1988年

に、日本ではじめての蜜ロウソク製造

に着手。ハチ蜜の森キャンドル代表。

日本エコミュージアム研会理事。山形

県養蜂協会監事。編著『朝日岳山麓養

蜂の営み』（朝日町エコミュージアム

研究会発行）

工作を楽しむ子供たち 完成した「ハチのおうち」
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